
日
本
で
子
育
て
す
る

エ
チ
オ
ピ
ア
人
女
性
と

ア
フ
リ
カ
の
狩
猟
採
集
民
を
研
究
す
る
識
者

，、

福
島
県
の
母
親
が
育
児
を
テ
ー
マ
に
語
り
合
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
フ
リ
カ
の
パ
バ

。
マ
マ
か

ら
学
ぶ
子
育
て
」
が
、
京
都
市
内
で
あ

っ
た
。

接
点
の
な
さ
そ
う
な
３
人
を
つ
な
い
だ
キ
ー
ワ

ー
ド
は

「相
互
扶
助
」
。
大
人
同
士
、
子
ど
も

同
士
、
大
人
と
子
ど
も
が
食
事
を
共
に
し
た
り

一
緒
に
遊
ぶ
中
で
、
自
然
に
生
ま
れ
る
助
け
合

い
の
意
味
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。

児
を
め
ぐ
る
母
国
の
状
況
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
母
親

の
役
割
が
非
常
に
重
視
さ
れ

て
い
る
面
や
父
親
の
育
児
参

加
が
進
み

つ
つ
あ
る
面
は
日

本
と
共
通
だ
が
、
ヒ
ビ
テ
さ

ん
が
強
調
し
た
の
は
近
瞬
住

民
の
存
在
感
の
大
き
さ
。

女
性
１
人
当
た
り
の
平
均

出
産

人

数

が

４

・
３

５
人

（
２
０
０
９
年
）
の

エ
チ
オ

ピ
ア
で
は
、
預
か

っ
た
家
の

人
が
食
事
や
母
乳
を
与
え
る

の
は
当
然
で
、
し

つ
け
も
す

る
。

「
日
本
の
よ
う
に
預
け

る
時
に
い
ろ
い
ろ
用
意
し
た

り
、
預
か
る
側
が
気
を
使
う

こ
と
は
ま
ず
な
い
」
と

「ご

近
所
さ
ん
」
の
頼
も
し
さ
を

感
じ
さ
せ
た
。

子
ど
も
の
連
帯

日
本
と
同
じ
よ
う
に
母
親

の
役
割
が
重
視
さ
れ
な
が
ら

の
愛
着
は
強
い
」′
と
、
母
子

密
着
の
中
の
み
で
過
ご
す
こ

と
の
多
い
日
本
の
乳
幼
児
と

は
異
な
る
姿
を
紹
介
し
た
。

日
本
で
も
必
要

ま
た
、
福
島
県
で
小
学
生

の
子
ど
も
を
育
て
る
福
島
大

の
西
崎
伸
子
准
教
授
は
、
原

発
事
故
の
影
響
を
心
配
す
る

母
親
の
立
場
か
ら
ア
フ
リ
カ

で
の
子
育
て
の
体
験
を
語

っ

た
。被

ば

く

量

を
減

ら
す

た

め
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
ボ

ツ
ワ
ナ
で
の
研
究
活
動
に
子

ど
も

を
伴

っ
た

西
崎

さ

ん

は
、
集
団
の
中
に
わ
が
子
を

ご
く
自
然
に
引
き
入
れ
て
く

れ
た
現
地
の
子
の
様
子
に
感

動
し
た
と
い
い
、

「子
ど
も

同
士
の
集
団
の
意
味
を
肌
で

感
じ
た
」
と
話
し
た
。

「
不
安
の
中
で
皆
が
平
静

を
装

っ
て
生
活
し
て

い

る
」

と

現

状

を

表

現

す

る

西

崎

さ

ん
。
今

の

地

域

に
は

ア

フ

リ

カ
に
健

在

の
相

互
扶

助

こ
そ
大
切

で
は
な

い
か
と

子育ては相互扶助で
京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー
と

日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
交
流
を

進
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ア
フ

リ

ッ
ク

・
ア
フ
リ
カ
」

（京

都
市
）
が
主
催
、
約
５０
人
が

聴
講
し
た
。
最
初
に
日
本
在

住
の

エ
チ
オ
ピ
ア
人
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
ヒ
ビ
テ

・
テ
ス

フ
ァ
イ
エ
さ
ん
が
結
婚

・
育

エ
チ
オ
ピ
ア
女
性
や
研
究
者

体
験
語
る

も
子
ど
も
同
士
の
強
い
連
帯

が
あ

る

こ
と

を

話

し

た

の

は
、
京
都
大
の
高
田
明
准
教

授
。
ア
フ
リ
カ
南
部
に
暮
ら

す
狩
猟
採
集
民
の
研
究
を
続

け
る
高
田
さ
ん
は
、
ビ
デ
オ

映
像
を
交
え
て
子
ど
も
の
遊

び
の
様
子
を
紹
介
し
た
。

年
長
児
の
誘
い
で
踊
り
の

輸
に
参
加
し
た
年
少
児
は
、

多
少
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
て

い
て
も
年
長
児
か
ら
受
け
入

れ
ら
れ
、
同
じ
踊
り
の
輪
で

楽
し
む
。
高
田
さ
ん
は

「多

年
齢
か
ら
な
る
子
ど
も
集
団

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
見
聞
し

た
ア
フ
リ
カ
の
子
育
て
を
語

り
合
う
研
究
者
ら
（
京
都
市

下
京
区
・
京
都
府
国
際
セ
ン

タ
ー
）

例
の
割
合
で
、
多
く
は
原
因

不
明
で
す
。
家
族
内
に
複
数

の
患
者
が
み
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
、
遺
伝
の
関
与
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

常
に
眼
球
が
動
い
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
視
力
は

正
常
で
、
周
囲
が
揺
れ
て
見

え
た
り
体
の
動
き
が
悪
く
な

っ
た
り
す
る
絵

び
や
す
い
、

歩
き
に
く
い
、
ふ
ら
ふ
ら
す

る
）
こ
と
も
な
く
、
普
通
の

く
な
り
、
分
か
り
に
く
く
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
眼
振
の
大
き
さ

い
た
め
、
無
意
識
に
そ
の
位

置
を
保
と
う
と
し
た
結
果
、

斜
視
を
合
併
し
た
り
頭
の
位

場
合
は
手
術
を
含
め
た
対
策

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
脳

（て
ん
か
ん
、

脳
腫
瘍
、
脳
出
血

。
梗
塞
）
、

内
耳

（
三
半
規
管
）
の
病
気

で
眼
振
を
伴
う
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
眼
振
に
気
付
い

た
場
合
は
念
の
た
め
眼
科
か

小
児
科
の
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

り
ま
す
ｏ　
　
　
　
電

ｍ

継
岬
酬
動
い
　

　

も館．
崚 だ

。
夜
、
月
の
光
が
湖
面
を
照
ら
し
、

輝
き
わ
た

っ
て
い
る
の
を

見
た
時

は
、
思
わ
ず
息
を
の
ん
だ
。
小
雨
が

降

っ
た
後
、
湖
面
か
ら
山
の
端
ま
で

大

き
な
虹

が
か
か

る
の
を
見

て
驚

嘆
。
正
真
正
銘
の
虹
の
橋
だ
。
お
金

で
は
買
え
な
い
ぜ
い
た
く
。

先
日
、
琵
琶
湖

一
眉
手
を
つ
な
ぐ

「
抱
き
し
め
て
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」
の

イ

ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
た
。
命

の

水
を
満
々
と
た
た
え
る

琵

琶
湖

を

目

の
前

に
し
て
、
深

く

頭
を
垂

れ

「
あ
り
が
と
う
」
と
何
度
も
つ
ぶ
や

い
た
。

（
大
津
市

・
６７
歳

・
主
婦
）

モ1習

豚

ロ
ー

ス
肉
と

ん
か

つ
用

（

枚
、
プ

チ
ト

マ
ト

４
個
、
シ
′

タ

ケ
４
枚
を
用
意

し
ま
す

。

豚
肉

は
筋
切

り
を
し
て
、
〓

面
に
塩

、
こ
し

ょ
う
各
少

々
一

振

り
ま
す

。
プ

チ

ト
マ
ト
は

＾

た
を
取

り
除

き

、
シ
イ
タ

ケ
」

薄
切

り
に
し
ま
す

。
フ
ラ
イ
岬

ン
に
オ
リ
ー
プ
油

小
さ
じ
■
一

熱
し

、
プ

チ
ト

マ
ト
と

シ
イ
為

ケ
を
さ

っ
と

炒

め

、
塩

、

ア
■

ょ
う

で

味

を

調

え

て

取

り

山

し
、
添
え
物
を
作

り
ま
す

。

フ
ラ
イ
バ

ン
に

オ
リ

ー
プ
鴻

大

さ

じ
■
を
熱

し

、
豚
肉

を
〓

面
焼

き
色
が

つ
く

ま
で
焼
き
↓

す

。
白

ワ
イ

ン
大

さ
じ
２
を
一

た
、
ふ
に
な

ン
て
２
分
ほ
ど
麟

頼もしい「ご近所さん」

り、子どもが リラ ックス

できるマ ッサージや親子

ヨガのレッスンがある。

定員は先着 15組。参加

費は親子で千円。ランチ

タイムもある (弁当は別

料金 )。 申し込みはメー

フレ 〈kyotO― midwife@r
ay.ocn.ne.jp〉 か、 フ

アクス075(841)1521で。

問い合わせはファクスと

同じ電話番号 で (平 日午

前 10時～午後 3時)。

集団で
｀
自然に、助け合い

パパも育児のプ.口 になろう

「家
か
ら
琵
琶
湖
が
見
え
る

っ
て
、

家
か
ら
富
士
山
が
見
え
る
の
と
同
じ

綺
｝
晋

ば
れ
か
獅
蜘
が
訪
蛹
“
↑
置
″
喘
び

ゎ
一
林

囲
［
¨
］
¨
一
特
』
い
に
時
【
『
警

ラ
ン
ダ
で
洗
濯
物
を
干
し
な
が
ら
。

“
　

　

飽
が
ず
に
琵
琶
湖
を
眺
め
て
い
た
。

デ
一
　

に
“
、
納
劃

琵 一
語
肛
勧
胴
行
）
を
開

■
一
　

　

日
に
よ

っ
て
湖

面
の
色

が
異
な

・
・　
　
る
。
濃
い
青
、
淡
い
青
、
灰
色
に
近

い
時
も
あ
る
。
晴
れ
た
日
の
真

っ
青

な
琵
琶
湖
は
、
ま
さ
に
日
本

一
の
湖

考
え
る
と
い
う
。
震
災
後
、　
　
っ
て
い
く
た
め
に
、
ア
フ
リ

他
府
県

の
人
の
協
力
を
得
　
力
で
体
験
し
た
よ
う
な
相
互

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の

一
時
　
扶
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
日
本

保
養
を
企
画
し
た
例
を
挙
　
で
も
大
切
に
し
た
い
」
と
話

げ
、

「行
政
に
依
存
し
す
ぎ
　
し
た
。

ず
安
心
安
全
な
社
会
を
つ
く
　
　
　
　
　
　
（太
田
敦
子
）

京都府助産師会は2012

年 ■月 9日 午 前 10時か

ら、京 都市 中京 区西 ノ

京 の 府 助 産 師 会 館 で

「パパ も育児 のプ ロに

なる !,家族のためのハ

ッピー講座」を初めて開

く。

対象は赤ちゃんから小

学校低学年の子どもと、

その父親。子育てに関す

る夫婦間のコミュニケー

シ ョンにつ いて考 えた

¨
豚のしょうゆ

マスター ド

ソース

Ｑ
に鵬
醐鐵
房
遅
難毅
浦
喝目栞
平

す
。
大
丈
夫
？

返
す
眼
球
の
振
れ
を

「
眼
振
」
と
い
い
ま
す
。
乳

幼
児
に
み
ら
れ
る
両
側
性
の

眼
振
の
多
く
は
「
先
天
眼
振
」

に
よ
る
も
の
で
す
。

先
天
眼
振
は
、
生
ま
れ
た

直
後
も
し
く
は
生
後
数
力
月

以
内
に
、
目
が
常
に
左
右
（水

平
）
あ
る
い
は
上
下
（
垂
直
）

に
規
則
正
し
く
動
い
て
い
る

（水
平
性
眼
振
が
多
い
）
こ

京
で
シ
ン
ポ


